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【１．2020年度決算の概要】（詳細は別紙の表を参照） 
 
○名目および実質黒字33万円． 
 異例の黒字は，コロナ禍で各種事業が中止・オンライン化されたため． 
 cf. 例年は数十～百万円程度の実質赤字． 2019: 76万(名目も76万)，2018: 59万(名目209万) 
＃名目と実質の差＝ACV(アジア火山学コンソーシアム)基金からの出費．2019・2020はACV基金出費なし． 
 
○経常収入：1191万円（前年－106万） 
 若干の減収． 
 ・前年比：会費: －14万，大会参加費: －57万，火山別刷販売: －44万，火山購読: －10万など 
 ・「その他事業」収入（広告掲載）：今期も無し 
 
○経常支出：1158万円（前年－215万） 
 想定より支出少なかった．特に当初予算に比べ支出は大幅縮小．コロナ禍の影響大． 
 ・内訳：事業費454万（前年－202万），管理費704万円（前年－13万）	
 ・前年比：秋季大会: －103万，会誌: －77万，普及啓発: －11万，公開講座: －16万， 
      棚卸: +8万，など 
 ・予算との差が大きかった要因：  
  秋季大会のオンライン化（ca.100万），現地討論会・交流会中止（280万; 去年から計上）， 
  火山カラーチャージ負担の残（ca.50万），各種出張のとりやめ・オンライン化など． 
  それ以外の主な未使用予算：ACV31万、将来計画30万、理事会旅費40万、国際賞40万など． 
 
○次期繰越収支差額： 
1060万円（うちACV基金残額31万円），実質繰越1029万円（前年+68万） 
 
【２．ウィズ・コロナ／ポスト・コロナ社会への対応】 
 
・仮に感染拡大が収束しても，会議・イベント類のオンライン化の流れは今後も続きそう． 
・もしかしたら，感染の波が消長を繰り返しながらまだしばらく続く可能性も？ 
 
 → いずれにせよ以前と同じようにはいかないはず． 
   収入増加策・支出減少策と合わせ，今後の事業展開をよく考える必要． 
 
 

以上 
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勘定科目名称 2020予算 2020実績 実績差異 備考

《経常増減の部》

【経常収入】

【会費収入】

維持会員会費 2,750,000 2,815,000 65,000

学術会員会費 4,656,000 4,884,000 228,000

一般会員会費 913,000 930,000 17,000

【会費収入】 合計 8,319,000 8,629,000 310,000

【寄付金収入】

【寄付金収入】 合計 0 0 0

【補助金等収入】

文部科学省助成金収入 700,000 538,834 -161,166 

【補助金等収入】 合計 700,000 538,834 -161,166 

【事業収入】

火山定期購読料 800,000 781,000 -19,000 

火山別刷販売金 150,000 256,489 106,489

予稿集販売金 250,000 148,940 -101,060 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

書籍等販売金 75,000 339,971 264,971 学会オリジナルノート販売

大会参加費等 4,130,000 960,000 -3,170,000 現地開催取りやめ，討論会・交流会中止のため．

【事業収入】 合計 5,405,000 2,486,400 -2,918,600 

【その他収入】

受取　利息 300 285 -15 

雑　収　入 50,000 256,329 206,329 著作権料など

【その他収入】 合計 50,300 256,614 206,314

【経常収入】 合計 14,474,300 11,910,848 2,563,452

【経常支出】

【事業費】 新型コロナウイルス感染拡大による影響大

火山学に関る定期大会等の開催費

予稿集印刷費 350,000 131,230 -218,770 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

予稿集発送費 20,000 19,850 -150 

臨時雇賃金 300,000 25,440 -274,560 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

会場使用料・委託費 650,000 0 -650,000 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

旅費謝金 360,000 14,760 -345,240 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

通信運搬費 70,000 58,723 -11,277 

機材借料 100,000 0 -100,000 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

現地討論会・交流会費 2,800,000 0 -2,800,000 現地討論会・交流会は中止．

雑費 1,190,000 105,494 -1,084,506 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

火山学に関る定期大会等の開催費　合計 5,840,000 355,497 -5,484,503 

会誌機関紙研究報告書等発行費

火山印刷費 3,760,000 1,804,445 -1,955,555 

火山発送費 500,000 335,378 -164,622 

別刷印刷費 350,000 59,070 -290,930 

別刷発送費 40,000 7,140 -32,860 

通信運搬費 50,000 3,004 -46,996 

火山雑費 460,000 165,605 -294,395 

会誌機関紙研究報告書等発行費　合計 5,160,000 2,374,642 -2,785,358 

公開講座講演会等開催費

臨時雇賃金 50,000 8,480 -41,520 

旅費謝金 300,000 17,814 -282,186 現地開催取りやめ（オンライン開催）のため．

通信運搬費 50,000 49,194 -806 

印刷費 200,000 176,850 -23,150 

雑費 300,000 287,896 -12,104 

公開講座講演会等開催費 合計 900,000 540,234 -359,766 

火山学の普及啓発に関する事業費

臨時雇賃金 8,000 0 -8,000 各種事業中止のため．

旅費謝金 1,090,000 0 -1,090,000 各種事業中止のため．

通信運搬費 20,000 19,839 -161 

印刷費 330,000 160,600 -169,400 

雑費 313,000 126,475 -186,525 

火山学の普及啓発に関する事業費　合計 1,761,000 306,914 -1,454,086 

火山学に関する研究奨励表彰費

その他印刷費 50,000 24,920 -25,080 

奨励費 400,000 0 -400,000 国際奨励賞なし

雑費 50,000 18,268 -31,732 

火山学に関する研究奨励表彰費　合計 500,000 43,188 -456,812 
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他団体援助金支出

他団体援助金支出 800,000 600,000 -200,000 EPS，地学五輪，サマスク．例年通り支出．

他団体援助金支出 合計 800,000 600,000 -200,000 

【期首・期末棚卸】

売上原価 0 321,105 321,105 期首・期末棚卸高の差，在庫整理

【期首・期末棚卸】 合計 0 321,105 321,105

事業費  計 14,961,000 4,541,580 -10,419,420 

【管理費】

給料手当 3,900,000 3,724,977 -175,023 

法定福利費 640,000 629,030 -10,970 

福利厚生費 10,000 7,160 -2,840 

旅費交通費 810,000 208,800 -601,200 理事会オンライン化等

通信運搬費 470,000 313,828 -156,172 

消耗品費 180,000 85,866 -94,134 

光熱水料費 120,000 90,363 -29,637 

賃借料 340,000 323,196 -16,804 

租税公課 150,000 135,730 -14,270 

支払手数料 800,000 778,152 -21,848 会計事務所

減価償却費 169,553 169,553 0

徴収不能額 0 324,000 324,000 滞納除名者

保険料 5,678 5,678 0 火災保険料1年分

雑費 860,000 239,671 -620,329 HP改修ほか．

管理費  計 8,455,231 7,036,004 -1,419,227 

【経常支出】 合計 23,416,231 11,577,584 -11,838,647 

当期経常増減額 -8,941,931 333,264 9,275,195

《その他資金の部》

【その他資金収入の部】

【その他資金収入の部】 合計 0 0 0

【その他資金支出の部】

【その他資金支出の部】 合計 0 0 0

《正味財産増減の部》

当期正味財産増減額 -8,941,931 333,264 9,275,195

前期繰越正味財産額 32,792,232 32,792,232 0

次期繰越正味財産額 23,850,301 33,125,496 9,275,195 年度末における正味財産（純資産）

固定資産額 21,463,788

期末棚卸高 1,042,973

前払費用 14,195

前期繰越収支差額 9,924,940

次期繰越収支差額 10,604,540 679,600 内ACV(IAVCEI寄付)残金31万


